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アイサワ工業㈱
青木あすなろ建設㈱
あおみ建設㈱
㈱安藤・間
石黒建設㈱
岩田地崎建設㈱
㈱植木組
㈱大林組
㈱大本組
㈱奥村組

オリエンタル白石㈱
㈱加賀田組
鹿島建設㈱
㈱熊谷組
㈱鴻池組
五洋建設㈱
佐藤工業㈱
清水建設㈱
ショーボンド建設㈱　
㈱錢高組

第一建設工業㈱
大成建設㈱
大成ロテック㈱
大日本土木㈱
大豊建設㈱　
㈱竹中土木
鉄建建設㈱
東亜建設工業㈱
東急建設㈱
東鉄工業㈱

東洋建設㈱
戸田建設㈱
飛島建設㈱
㈱NIPPO
西松建設㈱
日特建設㈱
日本国土開発㈱
㈱福田組
㈱フジタ
㈱不動テトラ

㈱北都組
㈱本間組
前田建設工業㈱
㈱丸山工務所
三井住友建設㈱
みらい建設工業㈱
名工建設㈱
りんかい日産建設㈱
若築建設㈱
　　　　　（49社）

▲ 国道249号線

【県道３８号線】 【国道２４９号線】 【県道２６９号線】

【国道２４９号線深見海岸】 【のと里山海道】 【能越道】

【能越道】 【県道38号線】 【広地川】
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令和６年能登半島地震 国土交通大臣激励

緊急特集

　1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、お亡く
なりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災され
た皆様に心からお見舞い申し上げます。
　今なお行方不明者が存在し、また数多くの方々が避難生
活を余儀なくされており、一刻も早い救助・救援、生活の復
旧が最優先課題となっています。
　正月休みにもかかわらず、また、いまだ余震が続き、降雪
もある中、過酷な状況下で災害応急対策に取り組んでいた
だいた、日建連北陸支部の会員各位や協力会社各位をは

じめ、出動体制を整えて準備していただいている会員各
位、応援いただいた日建連本部の皆様、物資・機械等の応
援をいただいた各支部の皆様に深く感謝し、お礼を申し上
げます。
　能登地域の皆様がこれまで通りの生活に戻られるために
は、まだまだ長い道のりであると思いますが、「災害対応は建
設業の第一義」ですので、我々建設業界、そしてその一翼
を担う日建連が一丸となって、能登半島の復旧にむけて全
力を挙げて取り組んでいきたいと思います。ついては、今後
とも復興支援活動にご協力を、ご支援を賜りますようお願い
いたします。

　1月17日（水）に「令和6年能登半島地震」の被災状況・復
旧状況の視察にお越しになった斉藤国土交通大臣から、
復旧従事者の日本建設業連合会北陸支部に対して激励
のお言葉を頂き、復旧に従事する我々の大きな励みとなりま
した。また、日建連北陸支部を代表して私から道路啓開活
動等について報告させていただきました。
【報告要旨】
　日建連 北陸支部は、七尾以北の幹線道路が大きな被害
を受けていることが判明した2日の午前に災害協定に基づ
き、北陸地方整備局から七尾～輪島・珠洲までの道路啓開
の支援要請を受けました。
　それを受け、私は2日に会社から連絡を受け、すぐに新潟
の自宅から現地に向かい、七尾～珠洲方面の道路啓開作

業に24時間体制で従事しました。2日夜～3日未明にかけて
順次、労務や重機などの資機材を投入し、4日15時には七
尾～輪島・珠洲方面への大型車の通行が確保できました。
その後は、輪島市熊野町、市ノ瀬町において、河原田川の
土砂崩落箇所での復旧対応にあたるとともに、消防や警
察、国土交通省、石川県の方 と々安否不明者の捜索に協
力しています。
　今回の対応にあたり、余震や降雪が続き、作業環境が
整っていない中で正月休みを返上して、道路啓開作業に従
事してくださっている協力会社の方々や、資機材の調達に
ご協力いただいている会社の方 な々ど、関係する皆様のご
協力に心より感謝しています。

　地震発生時、私は石川県津幡町の自宅で過ごしていまし
たが、突然スマートフォンの警報アラームが鳴りだし程なくし
て自宅が激しく揺れ始めました。 
　余震に気を付けながら自宅の片付けを進める一方で、私
が担当している作業所の事も心配でしたが、当日は既に暗く
なっていたため、翌朝、作業所の被災状況を確認に向かい
ました。幸い、大きな被害を受けておらずホッとしたことを覚
えています。 
　1月2日、能登半島の被害状況が徐々に明らかになり
ニュースで報道される中、私は、会社からの指示を受けて復
旧対応のため能登へ向かいました。 
　当社への国土交通省からの要請は、穴水から輪島間を
一刻も早く道路啓開することで、当社は1月2日から作業にあ
たりましたが、現地は土砂崩壊やそれに伴う大小多数の落

石、道路陥没、倒木等が各所で発生しており、復旧作業は
多岐にわたり、難航を極めました。 
　また、被災当初は通信環境が非常に悪く、スムーズな連
携が取れなかった等の問題も発生したものの、関係者と共
に24時間体制で啓開作業に従事し、1月4日には県道1号、
271号、303号の作業を完了させることが出来ました。 
　その後、全国各支店からの応援者を含めたメンバーに業
務を引継ぎ、一旦現場を離れましたが、当社は、現在も国土
交通省、防衛省、石川県等関係者の方 と々一丸となり、復旧
作業に尽力しています。 
　私も引き続き地元の人間として、また土木技術者として、
復旧・復興に従事する全ての方 と々協働し、全力で取り組ん
でいきたいと考えています。

鹿島建設㈱　北陸支店　土木部次長　安齋　勝

清水建設㈱　北陸支店　土木部工事主任　宮本　利典

一般社団法人　日本建設業連合会　北陸支部　支部長

木村　淳二

北陸地方整備局提供：２４９号線大谷トンネル

北陸地方整備局提供：河原田川
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緊急道路啓開 国道249号線及び県道38号、6号（輪島市）、県道40号、285号（珠洲市）他、市町村道等

【２月５日現在】

【２月５日現在】

能越自動車道
担当：前田建設工業、大林組 
担当：熊谷組、清水建設、大成建設
担当：大林組、鹿島建設、前田建設工業、熊谷組
担当：大林組、大成建設、前田建設工業、熊谷組、安藤ハザマ

輪島道路（のと三井IC － のと里山空港IC）
穴水道路（のと里山空港IC － 穴水IC）
のと里山海道（穴水IC － 別所岳SA）
　　　　　　（別所岳SA － 得田大津IC）

【２月１３日現在】
河道埋塞・海岸堤防　応急対策
河原田川（輪島市市ノ瀬地区、熊野地区）
牛尾川（砂防：輪島市）
山田川（能登町）
鈴屋川・寺地川（輪島市）

担当：鹿島建設
担当：フジタ
担当：佐藤工業
担当：清水建設

寺地川2（砂防：輪島市）
角間川（珠洲市）
広地川（志賀町）
宝立正院海岸（珠洲市）

担当：飛島建設
担当：大成建設 
担当：五洋建設
担当：五洋建設

担当：安藤ハザマ、熊谷組、清水建設、大成建設、大林組、前田建設工業、鹿島建設、西松建設、佐藤工業、東急建設、五洋建設、戸田建設

中部支部　ブルーシート
　　　　　土のう袋
　　　　　携帯トイレ
　　　　　保存水（２Ｌ）
　　　　　カイロ
関東支部　遠隔操作バックホウの輸送
　　　　　及びオペレーター派遣
近畿支部　小型タンクローリー
北陸支部　仮設トイレ

担当：清水建設
（珠洲市・輪島市・能登町・志賀町・
　穴水町・七尾市・内灘町に設置）

【２月５日現在】■　物資支援等

北陸地方整備局提供
能越自動車道

北陸地方整備局提供
のと里山海道 北陸地方整備局提供

３７９５枚
４０４０袋
５００枚
４００本
３００個

２台
４８９基

河原田川（輪島市市ノ瀬町）

2班 3班

1班 4班

16班 17班

6班 5班

7～9班 12班

20班 13班

寺地川（輪島市町野町）

角間川（珠洲市大谷町）

宝立正院海岸
（珠洲市）

寺地川2（輪島市町野町）

鈴屋川（輪島市町野町）

牛尾川（輪島市町野町）

河原田川（輪島市熊野町）

山田川（能登町宮地）
広地川（志賀町広地地区）

令和６年能登半島地震緊急特集



JR東日本上信越建設
プロジェクトマネジメントオフィス

所長

島児　伸次
Shinji Shimago

　気候変動の影響により、震災、風水害

などの自然災害は頻発化、激甚化して

おり、高度経済成長期以降に集中的に

整備されたインフラ老朽化への対策が

急務とされる中、「防災・減災、国土強靭

化のための5か年加速化対策」がスター

トしてから3年が経過し、防災・減災効果

が発揮された事例も徐 に々確認されてき

ています。昨年6月に可決された国土強

靭化基本法の改正は、5か年加速化対

策後においても後継計画の策定を法制

化するものであり、さらに令和5年度補正

予算において国土強靭化に関わる必要

な公共事業費が緊急対応枠を含めて

確保される等、今後も公共工事の活発

化が見込まれ、建設業界に期待される

「地域の守り手」としての役割は益々高

まっていくものと予測されます。

　一方で、ロシアのウクライナ侵攻に端

を発した資材価格の高騰や供給制約

への対応、急激な円安の影響は尾を引

いており、請負工事代金への転嫁が十

分にされないなど、建設業界をとりまく環

境は未だ厳しい情勢が続いています。ま

た、本年4月からはいよいよ労働時間の

上限規制が建設業界にも適用されま

す。ICT技術の導入やBIM/CIMの活

用による働き方改革と生産性向上を推

進するとともに、建設キャリアアップシステ

ムの普及・促進による建設技能者の処

遇改善や担い手確保といった喫緊の課

題に真摯に取り組んでいく必要がありま

す。CN（カーボンニュートラル）やGX（グ

リーントランスフォーメーション）についても

積極的に取り組み、サステナブルな建設

業界を築いていかなくてはなりません。

　適正な工期の確保については、日建

連としても重点的に取り組んでおり、北陸

地方整備局の発注工事を中心に、4週8

閉所への取り組みはかなり定着されてき

ましたが、工期に対する考え方は発注者

によって温度差が見られるため、今後は

同局の発注工事に限らず、他の公共発

注機関や民間発注者にも波及させる必

要があります。また、現場からは、時間外

労働の上限規制の適用が相当厳しいと

いう声や、週休二日制が確保されたとし

ても労働時間の削減には必ずしも直結

していないという意見も聞かれます。

　我々建設業界をとりまく環境は、待った

なしの課題が山積していますが、社会を

下支えする建設業界の力は国力に直結

するものであり、ここで停滞をさせるわけ

にはいきません。建設業界自身が変革を

求められるフェーズに突入した今、会員

各社が一丸となって知恵を絞り、建設技

能者の処遇改善と新4K（給与・休暇・希

望・カッコいい）を実現させ魅力あふれる

業界を築きあげていきましょう。

　昨年度、鉄道開業150年を迎えま

した。

　「線路が延びていくたびに、列車が

速度を上げていくたびに、日本はひとつ

になり、鉄道の進化はこの国を動かす

原動力となりました。」※

　弊社上信越建設プロジェクトマネジ

メントオフィスは、信濃川水力発電再開

発事業完成後の1991年に小千谷から

三国峠を越えて高崎に本拠地をあらた

めて構えて以来30有余年、その時代そ

の時代の社会、上信越を中心とした地

域の皆さまのご要請にお応えするべく、

北陸新幹線、八ッ場ダム建設に伴う吾

妻線付け替え、岡谷・栃木・伊勢崎、そ

して2022年6月に全線高架化切換を無

事完遂させた新潟などの高架化事業、

本庄早稲田駅など国土計画・地域計

画上大変意義深く多彩なプロジェクトを

担当させていただいております。

　弊社グループは、2018年にグループ

経営ビジョン「変革2027」を策定しまし

た。その基本方針は、これまでの鉄道

のインフラ等を起点とした鉄道の進化

を通じたサービスのレベルアップから、ヒ

トが生活するうえでの「豊かさ」を起点

とした社会への新たな価値の提供へと

価値創造ストーリーを転換していくとい

うものです。これまでの当社グループの

事業は、多くのお客さまにご利用いた

だく鉄道や駅という限られた領域の中

でサービスを展開することをメインとし

てきましたが、今後、人が集まる機会や

移動する機会が縮小していくことが想

定されるため、お客さま一人ひとりに焦

点を当てた価値提供に発想を変え、新

たなビジネスを創造することが重要に

なります。

　そして、ビジョン策定直後、2020年度

に弊社発足後初となる赤字決算となる

など、新型コロナウイルス感染症の影響

でご利用が減少し、大変厳しい経営環

境に直面しました。時計の針が10年早

く回り、「変革2027」で想定した将来の

環境変化が足元で起き、「変革2027」

の実現に向けた取組みのレベルとス

ピードを上げていかなくてはなりません。

中長期的な視点での構造改革を断行

し、具体的な成果を出すことで、確実に

前進していかなければなりません。

　新たなビジネスを創造していくために

も、経営体質の強化が必要です。足元

でのコストダウンはもとより、鉄道事業の

特徴である高い固定費率の削減につ

いても中長期的な構造改革を着実に

進めていきます。また、ビジネスの創造を

通じて、社会課題の解決、SDGｓの達

成に取り組んでいきます。例えば、弊社

グループが持続的な成長を続けるため

に地方創生、地方をいかに活性化させ

ていくかということに注力していきます。

　現在進行形の弊社グループの取り

組みについて紹介させていただきまし

たが、「鉄道のインフラ等を起点」から

「ヒトが生活するうえでの「豊かさ」を起

点」へ、「価値創造ストーリー」を転換す

る基本方針を初めて目の当たりにした

当時、弊社建設部門の社員として少し

戸惑いを覚えました。その時、入社した

ばかりのころにいただいた教えに救わ

れました。それは、建設部門には「お客

さま」がいること。そして、「お客さま」は

弊社グループをご利用いただいく「お

客さま」と弊社グループの事業を営む

支社をはじめとした「お客さま」、そして

地域の皆さまがいらっしゃるということで

す。これまでと何も違わない、より本質的

な方針があらためて示されたということ

でした。

　ともすれば、技術継承など現状維

持・現状改善に目が向かい内向きとなり

がちな昨今でありますが、今一度原点

に立ち返り、「お客さま」のために新た

な価値を創造すべく、「お客さま」に係

るさまざまな情報を探索することがこれ

まで以上に求められていると感じており

ます。

　「これまでも、これからも行き先は新し

い未来」※であるように。

※鉄道開業150年「歴史」篇（弊社）より

2024.3

「建設業界をとりまく
　環境と変革に向けて」

 大成建設㈱北信越支店
支店長

冨永　正
Tadashi Tominaga
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若手技術者の現場紹介

ゆうたいむす
●　「やはり、ぬるめの燗がいい。」

事務局だより
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左岸山地部掘削
進捗状況

大河津分水路改修事業

①北陸地方整備局長
　ご就任５ヶ月を振り返って

（日本建設業連合会北陸支部長）
　遠藤局長様におかれましては、ご就任
（2023.7.4）されて約5ケ月が過ぎたところ
ですが、この間に、地域の知事、自治体首

長や建設業界の方々から様々なご意見
やご要望をお聞きされていることと思いま
すが、この間を振り返って頂いて、北陸地
域の印象などをお聞かせ下さい。

（北陸地方整備局長）
　7月4日に赴任して、7月、8月は地域の事

情や早期予算化という話を含め、インフラ
に対する地域の必要性、重要性をそれ
ぞれの地域の方々から聞かせていただ
き、改めて北陸地域の高いポテンシャルを
感じました。新潟から西の富山は中部圏
から約100キロ、石川は近畿圏から約100
キロと、日本の多様な大都市圏と非常に
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■　日時／2023年12月11日（月）　10:00～11：30　■　場所／白山会館2階「明浄」

対
談

昭和63年 4月
平成21年 7月

平成23年 8月

平成25年 2月
平成28年 1月
平成31年 1月
令和 2 年 4月
令和 3 年 7月
令和 5 年 7月

北海道開発庁 採用
国土交通省 北海道開発局 港湾空港部 港湾計画課
港湾企画官
同　　　　 同　　　　　 開発管理部 開発調整課
開発企画官
同　　　　 港湾局 技術企画課 技術監理室長
防衛省 沖縄防衛局 次長
国土交通省 港湾局 技術企画課長
同　　　　 九州地方整備局 副局長
同　　　　 大臣官房 技術参事官（港湾）
現職

①北陸地方整備局長ご就任5ヶ月を振り返って
②2023年度補正予算、2024年度予算について
③北陸の活力ある地域づくりについて
　（DXの取り組み推進）
④担い手確保に向けた建設技能者の処遇改善
　と働き方改革（週休二日実現・建設キャリア
　アップシステム普及促進）について
⑤建設界の広報活動について 
⑥日本建設業連合会等への要望について
⑦災害対応について
⑧終わりに

今回は、昨年7月に就任された北陸地方整備局長 遠藤仁彦氏と日建連北陸支部長 木村淳二氏による対談です。
局長ご就任以来5ヶ月を経てのご感想や、北陸の地域づくり、担い手確保についてお話を伺いました。

対
談
要
旨

近接しているという圏域であることや、そ
の圏域の中で全国、世界とも競争ができ
るものづくり産業や観光地があり、非常に
ポテンシャルが高い地域だと思いました。
加えて、地盤や地形の問題、背後には大
変急峻な地形を抱えているということを
含めて、非常に災害に脆弱な地域でもあ
るということもあり、ポテンシャルがある反
面、非常に脆弱な側面もあるという印象
です。
　5ケ月の間で地域の歴史的な成り立ち
も含めて勉強させてもらい、インフラが地
域に果たす役割の大きさや重要性という
ものを痛感させていただいたところです。
例えば、富山県の成り立ちは明治の初期
から中期にかけて石川県から分県し、い
わゆる治水分県といわれていますが、石
川県から袂を分かってからも、山から大
量の土砂による大きな災害があり、川も急
峻な暴れ川であるが故に扇状地の使い
方も歴史的に定まらず、大変な状況の中
で、まずは山を治めることにより治水が進
んで、加えて、治水が進むと同時にダムの
水力発電による利水が進んだことにより、
全国的にも非常に安価な電力が供給で
きることとなりました。治水も進み、海に大
量の土砂が出ない川になると、今度は、
大水深の港湾も開発が可能になりまし
た。安価な電力、海外から安い資材が運
び込める港湾の開発、加えて、高速道路
ネットワークが全国的に充実し、産業立地

が加速的に進んだことで、今の富山県の
姿になっています。砂防、河川、道路、港
湾事業が相まって、今の富山県の経済が
歴史的に出来上がったことを考えれば、
インフラの役割として地域を形作るという
ことが、歴史的に見てもすごく分かりやす
いものとなっています。整備局の立場でイ
ンフラを所管させていただいて、非常に身
が引き締まる思いを感じています。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　弊社では新潟、富山、石川に加え、福
井も入れた約600キロという非常に長い
範囲を所管しています。最近では北陸新
幹線が来年3月に敦賀まで延伸され、
NEXCO各社では4車線化事業が進めら
れています。まだ途中段階ではあります
が、地域のポテンシャルが上がっていくと
いうことは、局長がお話になったとおりだと
思います。
　整備されたインフラを活用して、地域創
生や地域活性化を図り、建設業もそうで
すが、地元の方が労働力として定着でき
るような形となっていると思います。例え
ば、富山県は電力・水が豊富で、産業の
地盤は整備されており、今後は半導体関
連産業の増強も相まって活性化していく
と思っております。建設業界としてもフォ
ローするとともに、地元企業さんと連携し
ていきたいと思います。今後とも、北陸地
域の公共事業の安定的・持続的な予算

措置をお願いいたします。
　②2022年度補正予算、
　2023年度予算について

（日本建設業連合会北陸支部長）
　「防災・減災、国土強靭化のための5か
年加速化対策」が着実に進められ、その
後の中期計画を定める「国土強靭化基
本法」も改正されたところです。また、8月
には令和6年度概算要求として、公共事
業関連費6兆2,900億円が要求され、11月
29日には補正予算が成立したところです。
　そういった中、2023年も自然災害は激
甚化、頻発化しています。また、ウクライナ
情勢などによる資源価格の高騰に見舞
われた日本経済を支える屋台骨として、
盤石なインフラが不可欠であり、今後も安
定的・持続的に予算措置されるとともに
「5か年加速化対策」を上回る「国土強
靭化実施中期計画」予算の措置が望ま
れております。
　北陸地域における防災・減災対策をは
じめ、主要なプロジェクトである大河津分
水路の改修事業や日沿道建設事業、利
賀ダム建設事業などの今後の予定など
についてお聞かせ下さい。

（北陸地方整備局長）
　今年度の事業進行としては、令和5年
度当初予算に令和4年度の二次補正、防
災・減災、国土強靱化のための5か年加

特集1

遠藤仁彦　氏 略歴

遠藤仁彦木村淳二
Kimihiko EndoJunji Kimura

北陸地方整備局長日本建設業連合会北陸支部長



利賀ダム

利賀ダム

利賀
トン
ネル

（一
般国
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ス）

転流工

連絡トンネル

転流工施工ヤード

斜面対策

令和５年度の主要工事

令和4年度迄着手済箇所
令和5年度新規着手箇所

改良工事の施工状況

高梁下部工事の施工状況

国道７号　朝日温海道路

利賀ダム建設事業（庄川水系利賀川）
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速化対策予算を加えて、今年度の事業
執行をさせていただいています。また、11
月29日に令和5年度の補正予算が成立
し、北陸地方整備局管内では1,337億円
の補正予算の配分があったところです。
　これから年末にかけて、令和６年度当
初予算を編成することとなりますが、何よ
り大事な事は切れ目なく予算執行して、
地域にとって必要不可欠なインフラが過
不足なく、早期に効果が発現するように、
円滑に事業執行されていくことが必要だ

と思っています。まだまだ北陸管内にはや
るべきことが山積していますので、今般成
立した補正予算に加えて、来年度当初
予算を併せて、次年度の事業執行も円
滑に進めていきたいと思います。業界全
体としては、まだまだ十分余力があると
伺っていますので、日建連各社には円滑
な事業執行にお力添えをいただきたいと
思っています。
　また、主要プロジェクトである大河津分
水路の関係ですが、平成27年に着手して

令和6年で10年目を迎えることとなります。
現在、精力的に第二床固改修工事を実
施しているところですが、現時点で鋼殻
ケーソン9基の内、6基まで設置済みとなっ
ています。また、野積橋は橋台2基の内、
右岸側のＡ2橋台が完成、橋脚4基の内、
河道内の３基が完成しています。BIM／
CIMのモデル工事として3次元のシミュ
レーターを統合しながら、複数工事に活用
していますので、進め方も含めて、ＤＸを
引っ張る大きな事業だと思っています。
　2か月前に大河津分水路の現地も見
せていただきましたが、ＪＶの方々にＰＲ館
を現地に設置していただき、ＶＲの技術を
使って現場の状況が一般の人にも分かり
やすく見える形にしていただいており、非
常に有難く感じているところです。主要な
事業ですので、引き続き新技術にチャレン
ジしながら、広く情報を発信して進めてい
きたいと思っています。
　日本海沿岸東北自動車道の朝日温海
道路は全長約40キロの道路になります。
トンネルと橋梁が非常に多い道路で、全
体で21本のトンネル工事の計画があり、
新潟県内では16本を計画しています。現
在、1本のトンネルが完成、4本が施工中
であり、まだ11本が未着手という状況と
なっていますが、引き続き計画的に事業を
推進してまいりたいと考えています。また、
橋梁は橋長100メートルを越える長大橋
が全体で10橋計画され、新潟県内では、
その内9橋が計画されています。現在、そ
のうちの2橋が下部工を施工中ですが、7
橋については未着手の状況であり、順次
計画的に着手していくこととなります。
　利賀ダムについては、これまで本体着
手に向けた仮排水トンネルや工事用道路
の整備を順次進めているところです。工
事用道路については、現在2本のトンネル
を施工中であり、排水トンネルについては
ほぼ完了して、端部の処理を行っている
ところです。いよいよ本体着手に向けて
本体工事とダム上流右岸側の法面対策
工事が現在、発注手続き中となっており、
年度末には契約ができる予定になってい
ます。
　ダム工事は息が長い工事であり、富山
県に行った際に県議会議員の方 と々意
見交換をさせていただきましたが、その中
で、県議の方々が利賀の地元に入って地
元の地域住民の方 と々意見交換をされ
たということをお聞きしました。その中で利
賀ダムを建設する時には相当な作業員
の方が現地に来られますが、一方で地元
は過疎化して都市部に人が流れて、空き

家となっている住居が多くあり、地域の
方々からは空き部屋を作業員宿舎に有
効活用していただけないかというご意見
が出たようです。まだ契約手続き中で施
工者が決まっていない状況ですが、息の
長い工事になることから、例えば、施工者
が決まった後に工事を実施する中で、地
域の方 と々しっかり向き合いながら進めて
もらいたいという話が意見交換の中で出
たところです。
　以上が主要な事業の現時点の状況と
なっています。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　ご説明いただいた大河津分水、日沿
道、利賀ダムのほかに輪島道路等もあり
ますが、持続的・安定的に予算をつけて
執行していただいており、非常に有難い
と思っています。
　昨年8月には新潟県の県北で集中豪
雨による災害がありましたが、私は過去に
三面水系と胎内川水系の二つのダムの
施工を担当させていただきました。施工し
ている頃も経験したことがない時間100ミ
リ以上の豪雨でありましたが、ダムが有効
に機能して、村上市街地では氾濫がな
かったのは本当に良かったと思います。
局長からもお話がありましたように、有効
な建設投資を必要なところに行ったこと
で、役割を果たせたと思っています。雨の
降り方も変わってきており、必要なところへ
の防災・減災事業を引き続き進めていた
だきますようお願いいたします。地域との
協調というお話を頂きましたが、施工者と
しても地元説明会を行う中で、100パーセ
ントとはいかないまでも要望にはできる範
囲で応えていく必要があると思っていま
す。ダム工事では、核となる部分の技能
者は大体150人くらいになると思います
が、それ以外に専門工種、基礎地盤改
良でも60人程度はスポット的に現場に
入っていただくことも必要になり、宿舎の
手配も困ることがあります。そういった面
では、空き家の活用等は十分可能かと思
いますので、しっかりと検討していきたいと
思っています。

③北陸の活力ある
　地域づくりについて
　（DXの取り組推進）

（日本建設業連合会北陸支部長）
　北陸地方整備局様では、令和3年8月
に「北陸ブロックにおける社会資本整備
重点計画」）が策定されました。6つの基
本戦略を設定し北陸の活力ある地域づ

くりが進められるものと承知しております。
また、インフラ分野においてもデータとデジ
タルを活用したＤＸ（デジタルトランス
フォーメーション）の取組みにご尽力をい
ただき、直 轄 土 木 工 事において
BIM/CIMの適用が始まり、計画・施工・
管理段階の情報一元化への活用にも取
組んでいただいているところです。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大
に伴い、現場においても監督・検査の遠
隔化など、非接触・リモート型の働き方へ
の転換の取り組みを進めていただいたと
ころです。こうした状況を踏まえて、今後も
働き方改革、生産性向上を図り、建設業
界の維持・発展につなげていくことが重
要と思っております。今後の現場における
生産性向上に向けた新たな取り組みな
どについてお聞かせ下さい。

（北陸地方整備局長）
　現場の生産性向上は、特に重要な
テーマだと思います。いろいろな取組みを
行っていますが、例えば、ＩＣＴ技術の効
果的な活用もその一つだと思います。
ICT技術も国土交通省全体で進めてい
ますが、ＩＣＴの土工工事が一番根付い
て進んでいると思います。北陸管内の工
事の中で、約8割の発注案件がＩＣＴ土工
の活用工事となっています。大河津分水
路に行った際に、山地部の掘削、土工工
事を見ましたが、まさにこのＩＣＴ土工で施
工され、地元3社が入った3工区に分けた
工事の中で、同じ仕組みを取り入れてい
ました。運行管理システムをダンプに搭載
し、今、どこでどこのダンプがどういうことを
やっているかを全てモニタリングできる形
となっていました。突発的な指示であって
も、直ぐにダンプに伝わる状況を見せても
らいましたが、ＩＣＴ土工がかなり定着して
おり、大手建設業だけではなく、地元建設
業の方 も々相当程度使われている重要
なものだと思います。
　また、北陸独自の取組みとして、平成
30年からは砂防工事においてもＩＣＴ工
事を精力的に進める取組みも行っていま
す。また、ＩＣＴの海岸工事や、潜水作業
の安全性の向上、生産性の向上となる出
来形計測にＩＣＴを使う試行工事も今年
度から始まっています。引き続きＩＣＴ技術
を大手、中堅だけではなく、地元建設会
社も当たり前に使えるような状況にしてい
きたいと思います。そのために北陸技術
事務所で北陸インフラＤＸ人材育成セン
ターを年度内に完成させ、新年度から使
えるよう整備を進めているところです。

　そして、ＤＸ技術を使って、設計の段階
から施工、管理も含め一気通貫でデータ
を引き継いで生産性向上を図る取組みも
大変大事だと思います。国総研において
データベースをクラウド上に設けて、円滑
に情報を共有するための仕組みを構築
したところであり、ＤＸセンターの有効活用
も含め、それを活用できる人を増やすた
め、先ほど紹介したＤＸ人材育成セン
ターも併せて、少ない人で質の高いもの
を短い時間で造ることができるよう生産
性向上に引き続き取り組んでいきたいと
思います。
　プレキャストのさらなる有効活用も重要
なテーマです。北陸管内は、プレキャスト
をこれまでも先導的に活用してきたという
歴史がありますので、引き続き、生産性向
上につながる使い方をしていきたいと思
います。例えば、プレハブ鉄筋やハーフプ
レキャストを有効に使う新たな取組みも、
現在、準備をしているところです。そういっ
たＩＣＴやＤＸ、プレキャストなど、新たな取
組みもしっかり進めながら、業界全体の
生産性向上につながるような取組みを引
き続き実施してまいりたいと思います。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　ＤＸ等への取組みについてお話を伺っ
たところですが、ＩＣＴ技術は要素技術と
して完成したものが多くありますが、現場
で導入するにはまだ通信環境が厳しいと
ころが多くあります。山の中では通信環境
が中々整っていないので、まずはその整
備から始めなければならず、ネックの一つ
としてあると思っています。5Ｇや将来普
及が見込まれる6Ｇ等が広い範囲で使え
るように基盤整備を進めていただければ
有難いと思います。衛星も使えますが、山
に入ると木や山の尾根が邪魔することも
あり、衛星1台を捕捉しても精度が上がら
ないので、3台、4台を捕捉できるようにな
れば、現場での実装も進んでいくと思って
います。自動車の自動運転化も進展して
いく中で、徐 に々環境も整ってくると思って
います。
　ＢＩＭ／ＣＩＭにつきましては、各社で技
術者を育てている段階にあると思います
が、北陸インフラＤＸ人材育成センターは
育成面では非常に有難く、活用させてい
ただき技術者を増やしていく必要がある
と思っています。採用活動を行う際にＤＸ
について話をすると、すごく興味を持って
聞いていただいて、「建設業はこんなこと
もやっていたんだ」と言われており、担い
手確保にも効果があるものと思っていま
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す。局長からお話があったように、上流段
階からＢＩＭ／ＣＩＭデータを活用して、現
場に入ったらすぐ使えるよう、施工者とし
ても一生懸命取り組んでいきたいと思い
ますので、よろしくお願いいたします。

（北陸地方整備局長）
　通信環境の話は、山中の砂防事業で
は通信環境が取れないところもあります
が、ＩＣＴ技術を使う際にスターリンクを活
用するということも聞いています。ＩＣＴ技
術が進んでいますが、世の中の流れ的に
は、通信環境も追いついてくるのではな
いかと思います。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　ＩＣＴ土工やそれ以外の部分について
も通信環境が整うことが必要だと思って
います。これまではＣＡＤオペがやればよ
いという世界でしたが、一般の土木技術
者がＢＩＭ／ＣＩＭを習得しＩＣＴ土工を実
践できる世界が必要になっています。建
設業界一体となってしっかりやる必要が
あると思いますし、大手だけではなく、地
元の会社も含めて北陸支部50社が足並
みを揃えて進めていきたいと思います。
　プレキャストについては、北陸地方の冬
季間は天候が悪く作業日の確保が難し
いこともあり、プレキャスト型枠、鉄筋のプ
レキャスト化を進めることは工期を守るた
めにも重要だと思っています。職人が少
なくなっていく中では、有効な手段だと思
いますので、施工者としてもしっかり取り
組んでいきたいと思います。また、設計段
階から取り組んでいたければ、現場での
展開も比較的進めやすいと思っています
ので、よろしくお願いいたします。

④担い手確保に向けた
　建設技能者の処遇改善と
　働き方改革（週休二日実現・
　建設キャリアアップシステム
　普及促進）について

（日本建設業連合会北陸支部長）
　私どもの建設業界におきましても、政府
による積極的な施策のもと、建設事業の
着実な遂行に加え、「働き方改革」と「生
産性向上」を強力に推進し、担い手の世
代交代に確固たる道筋をつける必要に
迫られている状況にあります。このため、
日建連では、「建設キャリアアップシステム
の普及・推進」と「週休二日の実現」に業
界の命運をかけて取り組んでいるところ
です。建設キャリアアップシステムにつきま
しては、建設技能者の保有資格、保険の

加入状況、現場の就業履歴等を業界横
断的に登録・蓄積することにより、技能者
が能力や経験に応じた処遇を受けられ
る環境を整備することで、将来にわたって
建設業の担い手を確保することを目的と
しております。北陸地方整備局様におか
れましては、支出負担行為担当官が発注
されるすべての一般土木工事（WTO対
象工事）においてモデル工事を実施して
いただく他、分任支出負担行為担当官
が発注される工事においてもモデル工事
を実施いただいておりますが、建設技能
者の処遇改善にもつながるこのシステム
の普及・推進に、引き続きご理解とご協力
をいただきますようお願いいたします。
　また、週休二日につきましては、日建連
会員企業の昨年度通期における閉所率
は、土木で4週8閉所以上が約54．5％、建
築で約30．8％という状況ですが、2023年
度末までに4週8閉所を推進すべく取り組
んでおります。
　北陸地方整備局様におかれましては、
2021年度に公告・完成された工事の4週
8休の達成率を98％としていただき、今年
度からは土日の現場閉所を月2回から3
回とし、土日に関わらず週休2日を月1回と
する取り組みを行っていただいているとこ
ろであり、民間発注工事への普及・促進
においても加速させることができるものと
考えております。目前に迫っている2024年
度からの時間外労働の上限規制につい
ては、発注者に週休2日工事の重要性・
必要性に関する理解を深めていただくた
めの説明と、週休2日工事を前提とした工
期が確保された契約の締結を推進する
ことが重要と考えております。今後の具体
的な取り組みがございましたらお聞かせ
下さい。

（北陸地方整備局長）
　週休二日と働き方改革への取組みは、
来年4月からの改正労働基準法の施行
が数か月後に迫っている中で、まさに待っ
たなしの状況になっています。時間外労
働規制の適用に備えるべく取り組むとい
う意味はありますが、本質的には、将来の
担い手確保というために、本当に働き方
改革をやらないかぎり、新しい人たちが建
設業界に入ってきてくれないと思います。
一つには、今の学生の方々は、他産業と
の比較の中で建設業を見ており、当たり
前に休めるということと、計画的に休みが
取れるということが極めて重要であり、土
日も含めていつ休めるか分からないという
状況では、建設業界に入ろうという気持

ちにならないと思います。そういう意味で
は、現場閉所、土日休みというのは本当に
大事な取組みだと思います。
　北陸管内では段階的に現場閉所を拡
充してきて、新潟、富山、石川県内におい
て統一的に月3回以上の土日を現場閉所
としており、日本の中では一番現場閉所
が進んでいます。引き続き、現場閉所を進
めたいと思いますが、まだ課題があり、例
えば、国直轄工事であっても、現場閉所
はできても超勤の問題ということがありま
す。正確に把握はできていませんが、想
像すると現場閉所も含めて4週8休相当
はほぼ100％に近い形で取れている一方
で、上限規制に適用する超勤時間に収
まっているかというと、そうではない実態
があると思っています。国の工事という側
面からすると、量的な休みの確保はほぼ
達成しており、次はきちんと休みが取れ
て、なおかつ時間外労働の上限規制の
キャップにも収まるような質の向上を目指
した働き方としていかなければならないと
思います。そのために、今年度から工事
にもウィークリースタンスを取り入れて、例
えば、金曜日に仕事をお願いして月曜日
の朝までということを行わない、ランチタイ
ムや午後5時以降の打ち合わせをしな
い、午後5時間際や定時後に作業依頼を
しないよう取り組んでいます。1週間の中
でもこのようなタイミングで作業依頼をす
ると、結果として、持ち帰って仕事をするこ
とにもつながることから、これまではコンサ
ル業務にだけ適用していましたが、今年
度からは受発注者間相互のルールを工
事でも適用する取組みを行っています。
　国の直轄工事ではなく、例えば、市町
村等の工事では必ずしも週休二日、4週8
休が相当程度進んでいるかというと、
中々そこまで進んでいない市町村もある
ことから、国直轄工事以外のところについ
ては発注者協議会を通じて4週8休、週
休二日を促進するような取組みを引き続
き行っていこうと思っています。その一つ
の手段として、新たに週休二日適正工期
を発注者が宣言するような仕組みを発注
者協議会の中で、今後、議論していきた
いと思います。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　新規入職者を確保するためには、週休
二日を実現するとともに、残業時間を減ら
すことも重要と考えています。各社も協力
業者と意見交換を随時行っているところ
ですが、昔は技能者の方からは土曜も出
て収入を確保したいとの意見もありまし

た。しかし、最近では4週8休を確保しなけ
れば人が来てくれないという認識が協力
会社さんの中でも強くなっており、ここ2年く
らいで大きく変わってきたと感じています。
　日建連は土工協から始まっており、どち
らかというと土木が主体の団体でしたが、
現在は建築も含めて活動しており、働き
方が土木と建築は多少違いますが、土
木、建築関係なく同じようにしっかりと取り
組まなければいけないという意識に変わ
り、来年度に向けて足並みが揃ってきたと
いうイメージは持っています。
　北陸地方整備局様では書類の簡素
化に取り組んでいただき、ここ数年のアン
ケート結果からもかなり進んでいるという
認識を持っています。引き続き簡素化に
取り組んでいただきたいと考えておりま
す。また、女性を登用するということになる
と育児等がありますので、残業時間につ
いては、局長からお話があったように午
後5時以降の会議は行わないというだけ
ではなく、女性が働きやすい環境とするた
め、午後4時頃には主要な会議を終わら
せるということも考えていきたいと思って
います。

（北陸地方整備局長）
　書類の簡素化のお話がありましたが、
働き方改革の中で、残業時間を規制の中
にきちんと収めるためには、きちんとした適
正な工期設定がなされているとともに、作
成する書類が多いことから、本来受注者
が準備すべき書類ではないというところも
含めて取り組んでいかなければならない
と思っています。県の建設業協会の方々
との意見交換の中でも、そういった話は
聞いているころであり、書類の簡素化、削
減に向けて、今年度中にそういう話を踏
まえて取組みを強化しようと考えていま
す。平成27年に工事書類の簡素化の
リーフレットを地方整備局で作っています
が、実体が伴っていない部分も中にはあ
ると聞いていますので、大幅に充実するも
のを今年度中に作成したいと考えていま
す。受注者、発注者の適切な役割分担、
「これは発注者が準備する、これは受注
者が準備する」ということが明確になるも
のとし、ペーパーレス、電子データの活用
などを具体的に紹介、解説するものを
作って、我々の事務所、出張所までしっか
り周知するとともに、同じものを業界にも
オープンにしていきたいと考えています。
受発注者双方が同じものを持って、それ
ぞれの役割をしっかり果たすこととし、重
複の資料を求めない、また、本来受注者

が準備すべきではないものまで準備をさ
せるということを未然に防ぐため、今年度
中に作成をし、しっかり周知をした中で、
来年度にスタートしていきますので、お気
付きの点があれば、いろいろな現場で声
を出していただければと思います。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　リーフレットの改定を含め、役割分担を
明確にしていただければ有難いと思いま
す。また、それを建設業界の中でもしっか
りと周知していくことも必要だと思います。
日建連としても他の発注者にも取り組ん
でいただくよう、周知・啓蒙活動を行って
いきたいと思いますので、よろしくお願い
いたします。
　適正な工期ということについては難し
いところもありますが、週休二日を基本にし
た工程を発注者にお示しすることを日建
連の指針として掲げていますので、最近
では民間の発注者の方の理解も深まって
いると思います。日建連としても引き続き
しっかり取り組んでまいりますので、ご指導
いただきますよう、お願いいたします。

⑤建設界の広報活動について

（日本建設業連合会北陸支部長）
　日建連北陸支部では、安全・安心な国
土づくりに資するために、社会資本整備
の意義や重要性について、一層の理解
を得るため、積極的な情報発信に努めて
いるところです。令和3年度に「社会資本
整備の重要性に関するシンポジウム」を
北陸地方整備局様のご後援をいただき、
新潟県商工会議所連合会と共催で開催
したところですが、令和6年度においても
「国土強靭化実施中期計画」に基づく強
靭な国土造りや地域活性化の機運の醸
成を図るため、シンポジウムを開催する予
定としております。
　また、「土木学会関東支部新潟会と共
催の「親子工事見学会」、新潟地区、石
川・富山地区における大学・高専の学生
を対象とした「市民現場見学会」を毎年、
実施しているところです。近年はコロナ禍
にあり、現場と学校（学生）をリモートでつ
ないだ現場見学会を実施していました
が、今年度からは学生の皆様にリアルの
現場を見ていただくとともに、北陸地方整
備局様のご協力を得て、忌憚のない話が
できるよう若手技術者との意見交換会も
合わせて開催したところです。国土の保
全（災害対応等）や地域づくりを担う社会
資本整備と魅力ある建設産業への理解
促進の観点、また、担い手確保の観点か

ら、広報に関しての北陸地方整備局様で
の具体的な取組み、又はご提案などがご
ざいましたらお聞かせ下さい。

（北陸地方整備局長）
　広報活動は大事な事であると思いま
す。広報の目的には色々ありますが、一つ
は、税金を使って必要な社会資本整備を
行っていますけれど、税金を支払っても
らっているタックスペイヤーの人たちに対
して、それぞれの地域で真に必要な事業
を行っているということを正しく理解してい
ただくために、広報はとても大事だと思っ
ています。山の中で整備をしている砂防
事業がありますが、一般市民の人からす
れば山の中の見えないところでやってい
るのですけれども、50年前の羽越水害の
教訓のもとに数十年単位で砂防堰堤を
築いてきたことにより、昨年8月の新潟下
越地方の大きな豪雨災害から守られた
集落も多くあります。砂防堰堤がなけれ
ば、もっと大きな被害も想定される状況も
あり、大きな効果を発揮しましたが、そのこ
とを一般市民にも分かっていただくことが
大事です。砂防、河川、道路、港湾、空港
事業を進めていくと同時に、一般のタック
スペイヤーの人たちに対する広報活動と
いうのは、正しく理解をしていただくため、
事業と同じくらい重要視して我 も々取り組
まないといけないということだと思います。
もう一つが、担い手確保という意味で、現
時点の建設業界を正しく知っていただく、
魅力あるものであるということを分かって
いただくことが大事であると思います。
　ＢＩＭ／ＣＩＭの話の中で、「今の建設
業はこんなこともやっているのですか」と
いう話があったとのことでしたが、国交省
全体で進めている新4Ｋの最後のＫが
「格好いい」ですけれども、まさにＢＩＭ／
ＣＩＭでいろいろなＩＣＴ技術を使いこなし
ながら事業を進めていることが、一般の
人たちからすると意外な感じを持たれる
のかもしれません。また、学生も授業の中
で聞いているだけではそういう世界は
中々見えないと思います。そういった意味
で、現場見学会で学生の方々にリアルな
建設現場を見ていただくという取組みが
本当に大事だと思います。日建連北陸支
部も入っていただいている「北陸建設界
の担い手確保・育成推進協議会」には、
教育機関、官、民間の各団体も入ってい
ただいており、全体として担い手確保の
ための広報活動を行うことも含め、教育
機関の現状も踏まえながら、正しく情報提
供するという取組みは本当に大事です



がけ崩れの状況（あおぞら号にて確認）
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高屋出田線の法面崩壊により、全面通行止め
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特別養護老人ホーム
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排水ポンプ・照明車派遣状況（浄化センター）
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令和５年７月１２日からの大雨の対応状況

雪害時の乗員保護・給水支援 令和5年1月大雪
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し、業界全体としてのこの取組みをこれか
らも大事にしていきたいと思います。新た
な魅力向上の発信として、引き続きインフ
ラＤＸ、働き方改革の推進などをきちんと
伝えるということも方針の一つですし、身
近に感じてもらうような取組みとして、現場
見学会、職場体験、出前講座などを行っ
ていくことも大事だと思います。加えて、産
学官の連携した取組みも大事であり、一
緒に取組んでいきたいと思います。日建
連では「ももいろインフラ―Ｚ」の放映によ
り、インフラ整備を紹介されていますが、官
ではなかなかできない世界であり、今後も
様々なテーマで企画をされると聞いてい
ますので、建設業界が国民に正しく理解
していただくための取組みとして期待し
ています。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　納税者の方々の理解という面では、建
設業は自分達だけの世界でずっと仕事し
ていた感は否めないと思っています。ま
た、ピーク時から約30％も労働力が減っ
ており、担い手確保に取り組んでいかな
ければ、しっかりとした社会資本整備はで
きないと思っています。自分達がやってい
る仕事の有効性ややりがいを理解してい
ただくよう、業界として弱かった部分を見
直して、広報活動を進めていきたいと
思っています。
　これまでは土木の大きい現場で見学
会を行っていましたが、今後は建築の大
規模なビル工事など、違った面も見てい
ただきたいと思っています。「北陸建設界
の担い手確保・育成推進協議会」に出席
させていただきましたが、学校の先生方
から学生がどの様に考えているかをお聞
きし、改めて建設業界に対するイメージを
知るよい機会でした。業界としても引き続
き、社会資本整備をしっかりと進めていく
という建設業の重要性をＰＲしていきたい
と思います。

⑥日本建設業連合会等への
　要望について

（日本建設業連合会北陸支部長）
　我々の業界は、社会を支える基幹産業
であると自負しております。特に、北陸地
域はそのウエイトが他の地域よりも高く、
重要な産業であると認識しています。北
陸の活力ある地域づくりという観点から、
日本建設業連合会または建設業界に対
して、ご意見、ご指摘、またはこうするべき
ではないかというお話がございましたら是
非、お聞かせ下さい。

（北陸地方整備局長）
　3点ほどありますが、まず1点目は、大手
の建設業の皆様がＩＣＴ、ＤＸを含めて先
導役、リーダー役として先陣を切って進め
ていただき、効果として生産性向上にこ
れだけつながったということを世の中に発
信してもらいたいと思います。そのことによ
り、地域の建設業界も、「この様な効果が
あるのであれば、大変かもしれないがチャ
レンジしよう」という意識に変わると思いま
すので、先導の役割をこれからも果たし
ていただきたいということです。
　2点目は、一つ一つの工事の中で適正
利潤をしっかり確保していただきたいし、
元請だけが適正利潤を確保するのでは
なく、下請として1次、2次、3次で入ってい
る協力会社の方 も々含めて、適正利潤を
確保してもらいたいということです。そうい
う流れにより、担い手確保や建設業界全
体の処遇の改善につながっていくと思い
ます。下請の人たちは主導的にできない
ので、元請の責任としてやっていただきた
いということです。
　3点目は、比較的大手の建設会社が地
域で仕事をする際に、例えが悪いかもし
れませんが、黒船のように仕事があるとき
だけ来て、終わればさっといなくなるという
ことがないようにしていただきたいと思い
ます。地域から信頼される大きな船とし
て、地域の工事の中に入ってきてもらいた
いと思います。そのためには、建設のフ
ロー効果、地域への波及効果を相当意
識してもらいたいと思います。例えば、地
域での購買の仕方や工事を進めるうえで
の1次下請、2次下請の使い方において
も、地域の建設業者を使うことで、地域の
中でお金が回るような取組みを相当意識
をしてやってもらいたいと思っています。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　大手だけではなく、地元にもＩＣＴ技術
を展開するべきと思っています。各社で
ICT技術に取り組んでいるところですが、
地元の協力会社さんも、相当数が各現
場に入っていただいておりますので、ノウ
ハウは伝承できると思っており、しっかりと
地元の協力会社さんまで展開していきた
いと思います。
　適正利潤の確保については、しっかり
と対話して進めていきたいと思っていま
す。国交省様で推進していただいている
建設キャリアアップシステムが一つの適正
な利潤を確保するための賃金の根幹に
なっていきますので、そこをしっかりやっ
て、透明性と対等性について十分留意し

てやっていきたいと思います。
　建設キャリアアップシステムについて
は、初年度登録した事業者が来年度か
ら更新しなければならない時期になってき
ています。今年度の内からしっかりと取り
組み、せっかく登録したものが無駄になる
ことがないようにしていきたいと思います。
カードの色にあった処遇改善にも取り組
み、適正な利益の還元、技能者の処遇改
善にもつなげていきたいと思っています。
　地域のことを考えた工事の遂行という
ことについては、基本的には、コスト等も考
慮して地元の業者にお願いするというこ
とを基本にしています。ＩＣＴの展開を含め
て、しっかりと地元の業者と連携するよう、
引き続き意識して取り組んでまいりたいと
思っています。
　⑦災害対応について

（日本建設業連合会北陸支部長）
　近年では、令和元年の台風19号による
豪雨により、信濃川水系千曲川の堤防決
壊など甚大な被害をもたらしました。また、
令和4年8月の局地的な豪雨により、新潟
県、富山、石川県でも甚大な被害が発生
したところです。近年多発しているこうし
た局地的・集中的・激甚的な豪雨災害に
備えていかなければなりませんが、大規
模な災害に対応するための事前防災に
ついてのお考えや新たな取り組みについ
てお聞かせ下さい。

（北陸地方整備局長）
　今年の石川県能登地方を震源とする
地震で日建連からブルーシートの手配を
いただくご協力をいただきましたし、これま
での類似の大きな災害のときに、その都
度ご支援をいただいておりますことに、こ
の場をお借りまして感謝申し上げます。大
規模な災害に対応するための事前防災
につきましては、予算を入れたら入れただ
け強くなる、強靭化されることとなります。
事前防災はうそをつかないので、そういっ
た観点では防災・減災、国土強靱化のた
めの5か年加速化対策予算が措置され
ることにより、この数年間で相当大きな効
果が出ていると思います。来年は4年目の
執行となりますが、5年の計画であり、その
後がどうなるのかはこれからの議論にな
ると思います。どういう形になっても、現
在、日本全体が災害の激甚化、頻発化が
非常に顕著となり、雨の降り方も尋常では
ない状況ですので、防災・減災を行うため
の取組みを切れ目なく、引き続き円滑に実
施していくということが重要だと思います。

　加えて、事前防災を行うだけではなく、
今この瞬間に災害が起こったときに、被
害が極小化するような取組みということも
同時に大事になります。北陸地方整備局
では、日建連とも協定を結ばせていただ
いていますけれども、現時点で242の

様々な機関と防災協定を結ばせていた
だいているところです。いざといった時
に、その災害が起こった地域で必要なも
の、必要な取組みがスピーディーに行え
るよう、民間の力も最大限活用させてい
ただきながら総力戦で取り組んでいきた

いと思います。いざという時にしっかり手
足が動くような防災訓練が大事であり、
毎年、複数の機関と一緒に様々な防災
訓練を行っています。これから冬の時期
に差し掛かってきますので、雪害対策も
大変重要となってきます。昨年12月に新
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潟県内でも大きな雪害があって、国道8
号を含めて大規模な車両の滞留が生じ
ました。今年はそういう類似の災害時に
円滑に災害対応ができるよう、防災訓練
を行っています。災害は起こらないに超
したことはないのですけれども、災害が
一旦起こったときに被害を最小化するよ
うな防災訓練にしっかり取組んでいると
ころです。
　また、過去の災害を風化させない取組
みも大事です。令和6年は新潟地震から
60年、新潟焼山の火山災害から50年、中
越大震災・7.13水害から20年の節目の年
となっています。そういう過去の災害を風
化させない取組みを新潟県、新潟の全
市町村と連携して、防災・減災新潟プロ
ジェクト2024を1年かけて展開する予定と
しています。過去の災害を風化させず、
災害を自分事化してその教訓を未来に
つなげていく、そういう取組みを関係自治
体の皆様方とも連携しながら進めていき
たいと思っています。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　災害については、事前防災としてハー
ド的な部分は、これまでやってきた部分が
効果を発揮していますが、防災訓練を含
めたソフト面も非常に重要だと思っていま
す。何かあったときにどう行動するかという
ことを、地域の方を含めてしっかりと共有
していかなければならないと思っていま
す。そういった面では、地域の建設業の

方 と々の連携がものすごく大切だと思いま
すので、整備局様と我々が災害協定を結
んでいるように、地域の方 と々も連携できる
よう取り組んでいきたいと思っています。
　災害が起きたところでは動きようがない
ということもあり、広域的に手を差し伸べ
るということは非常に重要だと思っていま
す。日建連北陸支部の所管も3県に跨っ
ており、そういった連携について整理して
おきたいと思っていますし、来年度に取り
組みを進めていこうと思っています。
　防災・減災新潟プロジェクトについて
は、地域住民の方の意識醸成につなが
れば、非常に有効な取組みだと思います
ので、ぜひ、情報提供をいただきますよう、
お願いいたします。

⑧終わりに

　「北陸けんせつミライ2024」というアク
ションプランを北陸地方整備局として新た
に整理しました。冒頭申し上げたように、
北陸地域はポテンシャルがある反面、各
地域ではいろいろなリスクを抱えている中
で、建設業界は地域の作り手でもあり、地
域の守り手の役割もあります。地域がしっ
かり役割を果たすことで太平洋側の軸だ
けではなく、日本海側の軸も日本全体の
中でもっと活躍すべきではないかという議
論になっています。インフラ整備や維持管
理は、地域の経済や産業活動、地域の
生活にとっては本当に必要な役割を担っ
ていますので、建設業界と一緒になって

北陸を元気にして、結果として日本全体
を活性化していくという形にしたいと思っ
ています。そのために、北陸の建設業の
未来に向けて、適正利潤をしっかり確保
してらうことも大事ですし、働き方改革を
時世に合わせていくということも大事で
す。未来につながる建設現場として、生
産性向上の取組みも大事な取組みです
ので、日建連を含めた北陸の建設業界の
方 と々一緒になってしっかり前に進め、そ
れによって北陸地域が、日本の中で役割
を果たしていくこととなるようにという思い
で整理をさせていただきました。引き続き、
日建連の北陸地域の皆様方とも一緒に
なってこういった取組を進めていきたいと
思います。

（日本建設業連合会北陸支部長）
　最近、南海トラフ地震が話題になること
が多いですが、日本海側の背骨に当たる
北陸地方のバイパス機能は重要だと思
います。来年3月に延伸される北陸新幹
線の敦賀駅をパトロールで訪れた時に、
そういった災害時のために、エスカレー
ターや改札が5分で1,500人を捌けるよう
になっているとお聞きし、インフラ整備はそ
れくらい重要な役割を果たさなければい
けないのだと感じたところです。今後も北
陸地方整備局様のご指導をいただきな
がら、地域の活性化に向けて一生懸命
頑張っていきたいと思います。
　本日は有難うございました。

伊藤　秀治

株式会社鴻池組
北陸営業所 所長

shuji Itoh｢３８年ぶり｣
　1985年11月2日（土）20歳の私は16歳
の弟と二人で横浜の実家を出発し、所沢
にあるまだ屋根のない西武球場に真っ赤
なスターレット（小さい車です）で向かって
ました。そうです38年前の「アレ」を観戦し
に行ったのです。友人が「第6戦のチケッ
ト2枚あるから行かない？俺は広島ファンだ
から行かないけど・・」と言ってきて飛びつ
きました。今のようにチケットにも柔軟性が
なく、第6戦まで日本シリーズが続かなけれ
ば当然観戦できないわけですがそこは神
頼みで弟を誘って行くことにしました。あれ
から38年…長かった…
　両親の英才教育で阪神ファンに育て
上げられた私はなんの迷いもなく生まれ
てから、暗黒時代も、もうちょっとで優勝し
そうな時も、リーグ優勝して日本シリーズに
勝てないときもずっと応援してきました。気
が付いたら38年も日本一になってなかっ
たなんて、びっくりです。本文を書くのに
ちょっと過去を調べていたら、野球には1
リーグ制という時代もあり、1リーグ制の時
にも阪神は優勝しておりそれが1947年で
した。38年周期なのです。次回は96歳で
す。人生100歳時代なので可能かもしれ
ません。そんな私のプライベートタイムはス
ポーツ観戦とりわけ野球です。直接球場
に行くのも、テレビの前でビールと枝豆で
観戦するのも、スマートフォンで時々結果
を確認するのもどれも好きです。
　今は面影がありませんが、かつての高
校球児であった私は高校野球を観戦す
るのも楽しみで、20年ほど前に高崎城南
球場で観戦した夏の高校野球群馬大会
予選の一コマが忘れられません。桐生の
高校だったかと思いますが、接戦の末サ
ヨナラ負けを喫したチームの3番バッター
の捕手の話です。白球が左中間を抜け
て、1塁ランナーがホームを駆け抜けて大
喜びをしている勝利チームの脇で呆然と
しゃがみこんでいたあの球児が忘れられ

なくて。ホームベース上で挨拶しベンチに
戻るチームメートの傍ら、レーキを持ってき
て自分のポジションであるキャッチャーボッ
クスを入念に、泣きながら、何度も何度も
均す姿に、私と隣にいた妻も目が離せなく
なってました。最後は監督と審判に肩を
抱えられながら引き上げていくころには私
も泣いてしまった…こんなささやかな素敵
な場面に遭遇できるのもスポーツ観戦の
魅力かなと思います。新潟でもアルビレッ
クスベースボールチームがプロ野球イー
スタンリーグに参戦するのを楽しみにして
います。
　遅れましたが自己紹介をさせていただ

きます。私は1965年兵庫県生まれ、小学
生から父の転勤の関係で横浜へ移り住
みました。現在は東京の下町在住で新潟
単身赴任満喫中です。職歴は土木現場
23年、土木営業12年、とりわけ現場では
東京電力の揚水式発電所12年（山梨の
葛野川発電所3年、群馬の神流川発電
所9年）、都市再生機構の千葉県流山お
おたかの森造成工事に6年が主な現場
経験となります。当社鴻池組は2021年7月
に北陸営業所を再開した、北陸において
は未成熟ではありますが、一方で創業
150年を超える建設会社でもあります。今
後とも宜しくお願い致します。

葛野川発電所は、山梨県甲州市を流れる富士川水系日川の源流部に上
部ダム（上日川ダム）を、大月市を流れる相模川水系土室川の中流部に
下部ダム（葛野川ダム）を建設し、揚水式発電では日本一を誇る有効落差
714mを利用して、単機出力（40万kW）の発電電動機4台により、最大
出力160万kW（現在は最大出力120万kW）の発電を行う大容量の揚
水式発電所です。現在、1・2・4号機（40万kW）が運転を開始しています。

神流川発電所は、長野県の南相木村を流れる信濃川水系南相木川
の最上流部に上部ダム（南相木ダム）を、群馬県の上野村を流れる利
根川水系神流川の最上流部に下部ダム（上野ダム）を設置し、この間
の有効落差653mを利用して、単機出力（47万kW）の発電電動機6
台により、最大出力282万kW（現在は最大出力94万kW）の純揚水
式発電所です。現在、1・2号機が運転を開始しています。

提供／東京電力リニューアブルパワー

世界最大級の揚水式水力発電所
「神流川発電所」

スカイツリーより高い！？落差714メートルの
「葛野川発電所」

流山おおたかの森



　最後に、市民現場見学会開催にご協力頂きました国土交通
省北陸地方整備局さま、ならびに大成建設株式会社の皆様
に厚く御礼申し上げます。
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　今回の見学会は、学生の方々に対しては、建設業のやりがい・魅
力を発信するとともに、実際に現場を肌で感じていただき、建設業
で働くイメージの形成を目的に、また、一般の方々には、事業概要
の理解、現場作業状況の紹介等を目的に開催いたしました。
　現場見学の前に、最寄りの道の駅『朝日みどりの里』にて、学生
を対象とした「若手技術者との交流会」を実施いたしました。各
テーブルに、官民の若手技術者を1名配置し、学生は5～６人のグ
ループに分かれ、食事をしながらコミュニケーションを図りました。
学生たちは、日頃の業務内容・社内の雰囲気・給料・休日など…様々
な質問を投げかけ、若手技術者の返答を熱心に聞いていました。
　昼食後は、「朝日温海道路４号トンネル」の現場を訪問しました。
現在、新潟県・山形県・秋田県の主要都市を結び青森県に至る延長
約322kmの日本海沿岸東北自動車道（日沿道）の整備が着々と
進められていますが、このうち、新潟・山形県境の「朝日まほろばIC
～あつみ温泉IC」区間（延長約40.8km）は「朝日温海道路」として

事業化されています。現地では延長1185mのうち1016ｍまで
掘削を進めており来年度の完了を目指しております。見学会では、
施工者の安藤ハザマ・不動テトラＪＶの松元監理技術者から動画等
により工事概要の説明を受けました。その後、切羽（掘削の最先端
部）まで坑内を歩きながら、建設機械や作業の流れなどをＪＶの籾
山所長より説明を受けました。現場見学後には「地質の違いによる
掘削の進捗」や「積雪時の施工」についてなど、活発な質疑応答が
ありました。
　見学会後のアンケートでは、今回の開催に好評な意見を多数い
ただきました。また、多くの学生が建設業界への就職に興味を持っ
ているとともに、労働環境や休日・残業等に不安があることがわか
りました。今後も働き方改革をはじめ、魅力ある建設業へ向けて、
更なる注力が期待されます。
　最後に、見学会開催にご協力いただきました北陸地方整備局様
ならびに施工関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　令和5年9月、日本建設業連合会北陸支部および土木学会関東支部新潟会の共催による『市民現場見学会』を行いました。
新潟大学および長岡技術科学大学、長岡工業高等専門学校の学生をはじめ多くの方々に参加していただきました。

■　発注者：国土交通省北陸地方整備局
■　施工者：大成建設株式会社
■　参加者：金沢大学理工学域　地球社会基盤学類
　　　　　２年生３４名、先生1名

見学先

・国土交通省北陸地方整備局
　利賀ダム事務所による利賀ダム事業概要説明
・利賀トンネル（２工区）現場概要説明・現場見学
・利賀ダムＤＸルーム見学
・発注者、施工者の若手職員と参加者の懇談会

開催日

当日の流れ

利賀トンネル（２工区）工事

令和５年7月２４日（月）　14：30～16：30

見学先

開催日

工事名：Ｒ１-４朝日温海道路４号トンネル工事

令和5年9月25日（月）

■　発注者：国土交通省　北陸地方整備局
■　施工者：安藤ハザマ・不動テトラ特定建設工事共同企業体
■　参加者：新潟大学・長岡技術科学大学・長岡工業高等専門学校・
　　　　　土木学会会員

市民現場

富山・石川地区 新潟地区
■　石川・富山地区において建設系学生に対して、建設業界のやりがい・魅力を発信・理解して頂くために市民現場見学会実施
■　現場見学および発注者、施工者の若手職員との懇談を行い、建設現場への理解を深めてもらう

目的

現場見学（施工者）

懇談会

・インターンシップがあれば体験してみたいと思った。
・若手職員との懇談を通して、現場で働いている人の雰囲気
や職場について知ることができ、とても参考になった。
・発注者、施工者の話を聞くことで自分の将来について考え
ることができた。

アンケート回答意見を代表意見として要約
参加された学生の代表意見

・少人数で話を聞くことができたので些細なことでも聞くこ
とが出来て良かった。
・貴重なお話を聞くことが出来て、とても参考になった。
・とてもためになった。
・転勤のことや、女性の仕事内容について知ることができて
良かった。
・若手の人もいて話やすかった。雑談で色々話せたのが楽し
かった。
・実際に現場で働いている方の話を聞くことが出来て良
かった。
・ゼネコンで働いているひとの雰囲気や職場について知る
ことができて良かった。
・楽しく話せた。
・なにも知らなかったのでお話を聞けて自分の将来につい
て考えることができました。

アンケート回答意見

・昨年まではコロナ感染症の懸念材料があったためオンラ
インでの開催でしたが、今年は実際に現地で市民現場見学
会を開催することができました。
参加された学生の皆様も現地開催が良いという声が多数
でした。
今後も学生の皆様に興味をもって頂けるような市民現場
見学会を開催し、担い手確保ができるようにしていきたい
と思います。

今後に向けて

事業概要説明（発注者）

見学会 富山・石川
地区

新潟地区

特集2
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親 工事見学会子
小学校高学年を対象とした「親子工事見学会」を開催
　令和5年8月1日に（公社）土木学会関東支部新潟会、（一社）日本建設業連合会北陸支部の共催による「親子工事見学会」
が4年ぶりに行われました。

　当日は、夏休み中ということもあり、小学校の児童たちと保護者の方々が多く参加されました（計23名）。現場到着後は2班に
分かれて「トンネル現場」および「磐越自動車道4車線化事業PR館」を交互に見学しました。子供達は初めて見るトンネル最先
端部分の切羽面や重機の乗車体験に感嘆の声を上げていました。また、PR館では3Dスキャナー体験やVR体験を行い、子供
達は近未来の建設現場に思いを馳せていました。
　見学会後のアンケートでは、大半の方々に「とてもよかった」「印象に残るものがあった」等といった高評価をいただけました。
また、児童からは「将来建設関係の職業を選びたい」といった建設業に対する前向きな回答もいただき、意義のある見学会に
なったのではないでしょうか。
　最後にご多忙の中、当見学会にご協力いただきました東日本高速道路㈱新潟支社様をはじめ、施工関係者の皆様、誠に有
難うございました。

　磐越自動車道三川IC～安田IC間に
おける4車線化事業の内、トンネル工事、
土工事、橋梁下部工工事を担当

デジタルサイネージ前で概要説明 トンネル支保工の機能について説明

見学場所
■　工事名：磐越自動車道
　　　　　宝珠山トンネル工事
■　発注者：東日本高速道路㈱新潟支社
■　施工者：（株）大林組

宝珠山トンネル

至 新潟 至 会津若松

坑口前にて記念撮影

切羽を見ながら施工方法について説明 高所作業車の乗車体験 重機に乗車し記念撮影

トンネル現場見学

VR体験

PR館内にて概要説明 i-Padを使用した3Dスキャナー体験

DX技術体験

特集3
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　産・学・官の優れた建設技術を一堂に集め、技術の研鑽・高揚並びに情報の交
流の場として「けんせつフェア北陸in金沢 2023」が10月4日（水）、5日（木）
の２日間にわたり、石川県産業展示会館で開催されました。
　本フェアは、国土交通省北陸地方整備局をはじめ新潟県、富山県、石川県、
新潟市、東日本高速道路㈱新潟支社、中日本高速道路㈱金沢支社、日建連北
陸支部他の建設業団体で構成する実行委員会が主催し、16回目となる今回
は「安全・安心」、「自然・文化」、「連携・活力」をテーマに屋内会場、屋外会場
166の出展があり、67出展社によるプレゼンテーションも行われました。
　また、担い手確保・育成の取り組みとして石川県内と富山県内の大学、・高
専、高校の学生が2日間で805名来場し熱心に各展示ブースを見学。
　日建連北陸支部からは、2７社82技術について展示があり、2日間で
4,921人の方々に、各社保有の建設技術を「みて、ふれて、知って」頂くことが
できました。

みて、ふれて、知る 新技術・新工法

～ インフラDXが明日を変える ～
■　開催日／令和5年１0月4日（水）～5日（木）　■　会場／石川県産業展示館4号館

けんせつフェア北陸●金沢2023in

出展テーマ ① 安全・安心　② 連携・活力　③ 自然・文化
開会挨拶／遠藤北陸地方整備局長

特集4
青木あすなろ㈱

㈱安藤・間

㈱植木組／NTT東日本

㈱大林組

㈱奥村組

鹿島建設㈱

㈱熊谷組

㈱鴻池組

五洋建設㈱

佐藤工業㈱

清水建設㈱

第一建設工業㈱

大成建設グループ

大成建設㈱

大成ロテック㈱

大日本土木㈱

鉄建建設㈱

■　日建連北陸支部会員会社からの出展状況
会社名 テーマ 出展技術名

水陸両用ブルドーザー

ダイス・ロッド式摩擦ダンパーを用いた橋梁耐震工法

アッシュクリート～灰の大量有効活用～

低空頭での床版取替作業を可能とする
　　　　　　　　改良型門型クレーン・床版吊装置

他分野で取得したＭＭＳデータの舗装工事での利活用

橋梁リニューアル統合管理システム「OBRISオブリス」

リアルハプティクス技術を活用した
　　　　　　　　　建設技能作業再現システム

木質バイオマスを使用した脱炭素化に貢献する
　　　　　　　　　　コンクリート「リグニンクリート」

木造建築技術（Port Plus、オメガウッド等）

下水道管理の実施例

災害廃棄物輸送統合管理システム

奥村組の免震技術

革新的光ファイバによるインフラモニタリング

スマート床版更新（ＳＤＲ）システム

A４ＣＳＥＬ®（クワッドアクセル）

北陸新幹線における生産性向上技術

Ｒｅライニング工法

ＳＯＣＳ工法

ＣＸＰグラウト工法

山岳トンネルにおける防水シート溶着作業の自動化

港湾工事におけるＩＣＴ活用

締固めや配管盛替えを不要にした覆工打設の省力化

3眼カメラ配筋検査システム

ＳＣプレミアムベルコン

世界最大級の自航式ＳＥＰ船

トンネル技術各種

シミズの脱炭素技術

任意深度定着型仮締切工法（（D－ｆlip工法）

断面修復乾式吹付け工法（sto工法）

T-ｅＣｏｎ/Ｒｅｃｙｃｌｅ

重機無人化・自動化技術

トンネル施工技術

中小規模水力発電所の建設

ウッドファイバー舗装

TRミックスアクア

コテプリ

ハイビーネオ

ミニアンカーＰＩ

点都データを活用した配筋検査システム

超低空頭場所打ち杭工法

HEP＆JES工法

①

①

③

②

②

②

②

①

①

①

①

①

②

②

②

②

①

①

①

①

①

①

②

②

③

②

③

①

①

①

①

①

③

③

③

①

①

①

②

②

②

東亜建設工業㈱

東洋建設㈱

西松建設㈱

日特建設㈱

㈱NIPPO

㈱フジタ

㈱不動テトラ

㈱本間組

前田建設工業㈱

三井住友建設㈱

若築建設㈱

会社名 テーマ 出展技術名
クレーン吊荷制御装置［ＧＹＣＯ］

ＡＲナビ

著床式発電施設に適用するサクションバケット基礎

ケーソン据付システム「函ナビ」の施工現場への活用

山岳トンネル無人化施工システム「Tunnel RemOS」

インフラ監視クラウドシステム　OKIPPA

スロープセイバー

ニューレスプ工法

ジオファイバー工法

N-jet工法

ＥＣＯフォームド

リペッドぺーブ

レミファルトＥＣＯ

ＶＲ安全訓練

エラスぺーブ

ハイリフト無濁浚渫工法

トンネル抗内自動巡視ドローンシステム

全自動ドローンシステム

aiロックローダー

ロボＱＳ

消波工におけるICT技術の活用例

GeoPilot®-ＡｕｔｏPile

ペルメックス

テトラネオ

ＣＩ-ＣＭＣ-ＨＧ工法

Visios-3Ｄ

ＳＡＶＥ-ＳＰ工法

ICT本体工「３D函体据付システム」

ICT本体工「函体自動注排水システム」

音響カメラ搭載型ＲＯＶ

現場におけるAR技術の活用

中継ポンプ船「越後9000」

自動装薬システム

吹付ナビゲーションシステム

履工再生工技術

ラクカメラ

ＳＭＣ-スマートメジャー

水上太陽光フロートシステム

コンクリートAI締固め管理システム

ナローマルチビームソナー搭載自律航行式ラジコンボート

ＳＤＧＳに貢献する施工・技術

①

①

③

②

①

①

①

①

③

①

③

①

①

①

①

③

②

①

②

①

②

②

①

①

①

①

①

②

②

①

②

②

①

①

①

③

③

③

②

②

③
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Q. 未来のけんせつ小町への思い・
メッセージ・アドバイス

A. 時代が変わるごとに女性も働ける環
境が整い、現場責任者として前に出た
り、男社会という概念が段 と々減少され
てくると思います。不安な気持ちやマイ
ナス的なイメージは、働いてみないと
中々拭うことは難しいかもしれませんが、
現在に至るここまで女性技術者が活躍
できるという認識が広まったのは間違い
なく、先陣を切って現場に従事されてい
る先輩方のおかげだと思います。
　少しでも興味のある方は、ぜひ一緒
に働いてみませんか？
　未来のけんせつ小町の方と一緒に
働ける様に私も現場で奮闘し続けます！

Q. 建設業界を目指したきっかけ

A. 私が建設業を目指した一番のきっか
けは、幼少期から祖父両親共に建設会
社で働いている姿を見ており、強く憧れ
を抱いていたからです。また、人の役に
立つ仕事を考えたときに、建設業に就
職して、インフラ整備を行うことで地域の
方をはじめ多くの方に不自由なく生活を
していただきたいと思ったのもきっかけ
の一つです。就職活動中に建設業の中
でも、鉄道の仕事は終電から始発まで
の決められた時間内での作業、理想の
数値にまで軌道状態を調整し一切妥
協しない姿勢などに魅力を感じ、線路
部門のある第一建設工業株式会社に
就職することを決めました。

Q. 現在の業務・やりがいについて教
えてください

A. 現在の業務は、列車の少ない夜間
作業が中心で検修作業の検測員、大
型保線機械を用いたレール運搬のオペ
レーターとして従事しています。オペレー
ターとして従事した際は、踏切内の通
行に際し通行車（者）との接触に注意を
払うなど、安全に作業箇所の営業線か
ら保守基地線に決められた時間内に
戻ることが重要です。計画した時間通り
に業務を遂行することの難しさを感じて
います。また事務所での内業は踏切に
関わる工事の通行止め申請、近隣住民
への工事案内、工事の作業実績管理、
竣功時の写真整理など事務処理を
行っています。
　入社2年目、今年から軌道改良工事
の担当を初めて任せて貰い、年度内に
工事が竣功する予定です。踏切工事で
自分が自治会長さんから同意を取り、通
行止めの申請をした場所が綺麗に施工

され地域の方が安全に踏切を渡る時
や、列車の安全走行や乗り心地など人
の役に立てている所を目の当たりにする
とやりがいを感じることができます。

Q. 女性に建設業を選んでもらうには

A. 母が建設業に入り、私自身も建設業
に飛び込む間に20年程経ちますが、未
だに男社会なのは変わりありません。ま
た、所属している線路部には女性社員
が私と同期の二名が入社して初の女
性技術者となりました。近年では工事現
場の掲示板に「女性技術者も働いてい
ます！活躍しています！」など様々な所で
目にする機会があり、女性技術者が増
加傾向にあることも分かります。今回の
けんせつ小町の特集などPR出来るとこ
ろで発信していくことにより、必ず見てく
ださる方はいます。
　建設業には3Kの通りマイナスなイ
メージはありますが、自治会長さんや地
域の方にお会いした際に、「女性でこの
ような仕事をしていて尊敬する」や「大
変なこともあるけど男性に負けじと頑
張ってほしい」など応援してくださる方
がたくさんいます。
　このような活動をもっと活発化させ、
女性も働ける環境があり・活躍できるこ
とを知っていただくことが必要だと思い
ました。

今回は、第一建設工業株式会社
新潟支店に勤務され

柏崎工事所でご活躍されている
三原田朱里さんをご紹介します。

B e a u t y  L a d y　
「けんせつ小町」は建設業で働くすべての女性の愛称です。建設現場
で働く技術者・技能者、土木構造物や建物の設計者、研究所で新技術
を開発する研究者、お客様とプロジェクトを進める営業担当者、会社
の運営を支える事務職など、活躍の舞台は多岐にわたります。

現場で輝く

けんせつ小
町

第一建設工業株式会社
新潟支店　柏崎工事所

三原田　朱里
Akari Miharada

「地域に密着し、線路を守る
女性技術者を目指して」

トンネル坑口

突発湧水発生状況

利賀ダム事業概要
　利賀ダムは、庄川の右支川である利賀川において、河口より約40
㎞、庄川合流点より8㎞の位置に建設を進めている多目的ダムです。
その目的は①大雨時の洪水調節、②渇水時期の流水の正常な機能
の維持、③工業用水の確保、として計画されています。利賀トンネル
は、この利賀ダム建設事業にかかる工事用道路の一部として計画さ
れ、ダム完成後には国道471号バイパスとして供用される予定です。

工事概要・現場特性
　本工事は、利賀ダム建設事業の工事用道路トンネルとして施工して
いる利賀トンネル（全長4,963m、3分割発注）のうち、最下流部
（L=1,368m）をNATM工法により施工するものです。令和5年6月より
トンネル仮設備工に着手、8月末に坑口部のトンネル補助工法を施工、
9月からトンネル掘削工を開始し、12月末時点で掘削延長180mに達し
ています。
　現場の特性として、トンネル坑口に集落が近接しており、昼夜発破
掘削作業を進める上で継続的に周辺環境影響抑制に努め、地域の
ご理解を得る必要があります。また、設計の特徴として、トンネル掘削工
においてコスト縮減を考慮した長孔発破仕様の支保構造が採用され
ている点と、突発湧水発生が懸念される区間数か所には水抜きボー
リングが計画されている点が挙げられます。実施工においては、掘削
延長184mに至るまでに約1.5t/分の突発湧水に遭遇し、冬季は大量
の積雪の中でも工事を継続するなど、厳しい自然環境下での施工を
行っている現場です。

現場の中での自分の役割・現場を
経験して・学生へのメッセージ
　私の当工事での役割は、工事の立ち上げの時期は仮設備の構築
を計画し、本格的に施工が始まっている現在ではトンネル掘削の現場
管理を担当しています。想定外の突発湧水や大量の積雪等の困難
な条件に対して、問題解決を繰り返し、関係者一丸となって現場を前

進させることができるのは大きな喜びです。
　現場では、安全や品質、コスト、工程、環境等の様 な々項目に対する
適切な管理が要求されます。そして、それらの管理方法にはその現場
の担当者の感性が反映されます。日々 の学びを現場管理に還元し、自
分が正しいと思うことが現場で正しく実現されているときの充足感は
得難いものです。
　ぜひ私たちと一緒に建設業界で働いてみませんか？

Shintaro Oya

若手技術者の現場紹介
清水建設㈱　大屋　森太郎

利賀トンネル（１工区）工事

工事全体平面図
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■工事視察研修会
開催日／2023年
　　　　10月23日（月）・24日（火）
視察場所／上越火力発電所・
　　　　新姫川第6発電所・
　　　　鵜川ダム

■「土木の日」記念講演会 
開催日／2023年11月20日（月）　会場／日報メディアシップ
内　容／「今冬の雪害対策」と題して北陸地方整備局道路部長

武藤氏の講演とアナウンサー伊勢みずほ氏を招いて『第
二の故郷　新潟に恋して」と題しての講演会を土木学
会新潟会と共催で開催しました。

■新潟市議会政策研究会との情報交換会
開催日／2023年11月28日（火）　会場／新潟市役所
内　容／公共工事の予算確保・入札制度の検討・工事施工円滑

化・働き方改革と建設技能者の処遇改善について情報
交換を行いました。

■労働災害防止安全推進大会
開催日／2023年11月30日（木）
会　場／新潟グランドホテル
内　容／会員会社の建設現場におけ

る更なる安全意識の高揚と
労働災害撲滅に向け決意を
新たにしました。
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編集後記
　2024年4月より働き方改革関連法が、建設業
界に施行されます。建設業では、5年間の猶予期
間があり発注機関である国土交通省をはじめ各
官庁、また、日本建設業連合会、各企業が2024
年4月に向けていろいろな問題を解決すべく取り
組んできました。4月からは待ったなしです。
　建設業界だけでなく物流・運送業界、医療関
連業界にも条件が違っていますが、同様な法案
が施行される予定です。
　日本全体の働き方が変わろうとしています。従
来のスピード感を維持するだけでなく、生産性を
向上させるDX・IT技術による業務効率化を図る

ことが肝心と思われます。
　日本の働き方を変えるには今がチャンスです。
　写真は一昨年、高知市を訪れた際、高知駅で
撮った写真です。駅前には3人の先人（坂本龍
馬・武市半平太・中岡慎太郎）の銅像が高知市
の街並みを眺望していました。また、高知駅には
アンパンマンを車体に描いた電車も停車しており
老体の頭脳・眼を潤してくれました。新潟駅にお
いても新潟県・新潟市及びJRに観光の表玄関と
しての新しい新潟駅の変化に期待しております。

（岡﨑　豊彦　記）
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紀伊國屋書店
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石川　温子 Atsuko Ishikawa

　♪お酒はぬるめの燗がいい～
　いつ買ったのかわからぬ酒を電子レン
ジから取り出し、食前の一献をたしなむ
父。音痴な父が歌う八代亜紀と、熱燗の

馥郁（ふくいく）とした湯気が漂う食卓。
　これが私の原風景でした。
　東京でＯＬとして働いた20代。海外の
ワイン品評会に日本酒部門ができた頃
で、香り高く甘酸っぱい、ドイツの白ワイ
ンのような吟醸酒が流行り始めた頃で
した。
　お付き合いのお食事会でも「お上品
な」日本酒をいただく機会に恵まれまし
た。「ワイングラスで香りを楽しむのが通
だ」と大きなグラスに注がれ、「キンキンに
冷やして室温に戻りかけの12℃が飲み
頃なのだ」とグラスが曇るまで焦らされ、
「繊細な香りをお楽しみください」と柔軟
剤よりもほのかな香りを探り…。
　礼儀礼節のようなものを通過してやっ
と、のど元を通過する吟醸酒。
　その質感の感想を聞かれ「とても滑ら

かですね」という無難な回答で乗り切るこ
と、星のごとし。八代亜紀の唄と晩酌酒の
米の香りが恋しくなる夜は、こっそり蒲田
の立ち飲み屋で熱燗を飲んでいました。
　30代になって早々。新型コロナの感染
拡大の影響から、勤めていた貿易会社
が貿易業から撤退。私も「酒の国にいが
た」へ帰ってきました。
　角打ちに入ると、常連さんが飲む「特
撰」のシールが貼られた茶色の4合瓶が
目に入りました。店内にある「清酒」「普通
酒」「その他醸造酒」ありとあらゆる晩酌
酒が私を迎えてくれたような気がします。
　「お姉さんもどう？」目が合った常連さん
のご相伴にあずかりました。
　その飾らぬ米の香りに嬉 と々した父の
姿を思い出し、ふと呟いていたのでしょう。
　「お酒はぬるめの燗がいい」

「やはり、ぬるめの燗がいい。」

委 員 長

委　　員

事務局長

東峰　裕之（五 洋 建 設）

岡﨑　豊彦（熊 谷 組）
伊藤　恒治（安 藤 ・ 間）
阿部　伸昭（植 木 組）
大川　祥功（大 林 組）
濱　　一男（大 本 組）
垣内　俊彦（鹿 島 建 設）
信清　孝樹（五 洋 建 設）
久保田雄彦（清 水 建 設）
小林　恵一（錢 高 組）
上田　　進（第一建設工業）
長谷川正人（大 成 建 設）
八塩　昌平（東亜建設工業）
津川　圭一（フ ジ タ）
涌井　　卓（前田建設工業）
工藤　　悟（若 築 建 設）

三澤　正人
（日本建設業連合会北陸支部）
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■新潟労働局と安全環境対策委員会との
　意見交換会
開催日／2023年12月5日（火）　会場／興和ビル
内　容／ホームページに掲載

■現場代理人等との意見交換会
開催日／2023年12月12日（火）　会場／白山会館
内　容／ホームページに掲載

■建設技術報告会に参加
開催日／2024年1月10日（水）～1月31日（水）
　　　　オンデマンド配信
　　　　会員会社9社課題発表

■事故防止に関する講習会
開催日／2024年2月2日（金）
内　容／建設工事の産業廃棄物等の処理についての講習会を

開催しました。
開催日／2024年2月22日（木）
内　容／地下埋設物事故防止についての講習会を開催しました。
開催日／2024年3月11日（月）
内　容／建設工事の交通事故防止についての講習会を開催しました。
会　場／新潟県建設会館

■新潟県との意見交換会
開催日／2024年2月8日（木）　会場／白山会館
内　容／ホームページに掲載予定

■JR東日本上信越建設ＰＭＯとの意見交換会
開催日／2024年2月15日（木）　会場／白山会館

■北陸地方整備局との意見交換会開催
開催日／2024年3月5日（火）　会場／白山会館
内　容／ホームページに掲載予定

■運営会議開催
開催日／2024年3月6日（水）　会場／興和ビル

■北陸地方整備局企画部と
　安全環境対策委員会との情報交換会
開催日／2024年3月12日（火）　会場／興和ビル
内　容／ホームページに掲載予定

■公共工事の諸課題に関する意見交換会
開催日／2023年5月31日（水）
会　場／ホテルオークラ新潟
内　容／ゆう74号2023年8月1日発行に内容を掲載・ＨＰ掲載

■北陸支部定時総会
開催日／2023年5月31日（水）
会　場／ホテルオークラ新潟
内　容／ゆう74号2023年8月1日発行に内容を掲載

■市民現場見学会
実施日／2023年7月24日（月）
見学場所／利賀ダム
　　　　金沢大学学生対象
実施日／2023年9月25（月）
見学場所／朝日温海道路トンネル
　　　　新潟大学・長岡技科大・長岡高専の学生対象
　　　　土木学会関東支部新潟会との共催

内　容／本誌に掲載

■北陸電力への本部役員挨拶
開催日／2023年7月27日（木）
　　　　押見土木本部長をはじめ本部役員と木村支部長により、

北陸電力への挨拶を行い、金井代表取締役会長のご出
席をいただき情報交換を行いました。

■親子工事見学会
実施日／2023年8月1日（火）
見学場所／宝珠山トンネル
　　　　建設業の社会的使命や社会資本整備の必要性を広く

知っていただくために、夏休み期間中に小学校高学年の
児童とその保護者の方を対象に、見学会を実施しました。

内　容／本誌に掲載

■東日本高速道路㈱新潟支社との意見交換会
開催日／2023年9月27日（水）　会場／白山会館 
内　容／ホームページに掲載

■中日本高速道路㈱金沢支社との意見交換会
開催日／2023年10月12日（木）　会場／白山会館
内　容／ホームページに掲載

■安全パトロール・現場点検（9月～12月）
内　容／安全環境対策委員会（安全分科会）で新潟の現場パト

ロール。事故防止対策委員会で本・支部合同で交通安
全・公害防止など点検を行いました。また支部単独でも点
検を行いました。

■けんせつフェア北陸2023in金沢に参加
開催日／2023年10月4日（水）・5日（木）
会　場／石川県産業展示館
内　容／本誌に掲載

2023年度の主な支部活動報告

・関係機関や会員の皆様からご協力をいただき以下の活動を展開してきました。

石川

新潟

事務局だより事務局だより事務局だより


